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東厨川地区福祉推進会 
  

歴史が薫る 桜とみどりのまち 

東厨川 



 

2 

 

第１章 東厨川地区の概要 

 

１ 地域の状況 

東厨川地区は、夕顔瀬橋から市道厨川一丁目谷地線までの北上川とＩＧＲい

わて銀河鉄道線に挟まれた南北約４キロメートルの区域であり、地区の面積は、

約230ヘクタールとなっています。 

 

地区内の人口は、約１万１千人であり、市内の人口の約４％を占めています。

地区内の人口密度は平成17年度の国勢調査結果によれば、１ha当たり52.6人と

なっています。 

地区内の年齢構成についても、市全体とほぼ同様の状況となっていますが、

５年前と比較して年少人口が減少し、老齢人口が増加してきています。 

 

地区内は、国道４号沿いの一部を除き住居系の土地利用となっており、夕顔

瀬や前九年といった南部地域は古くからの住宅地であり、上堂など北部地域は

昭和40年代の区画整理等によりまちなみが形成されました。 

 

当地区を特徴付けるものの一つとして、歴史的遺産の存在が挙げられます。

地区内には前九年の役に関連して、前九年、安倍館、夕顔瀬といった地名が現

存しているほか、安倍館遺跡（厨川城跡）や、数々の伝承が残っています。 

 

すべての町内会・自治会が北上川に接し、水とみどりあふれる豊かな自然と

住宅地が融合した市街地。歴史や伝統文化、地域行事を通じた世代交流により、

人とひととがふれあい、地域みんなが笑顔で健康に暮らせる、そんな魅力ある

東厨川地区を目指しています。 
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図 1 東厨川地区の位置の概略 
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２ 人口と世帯数の推移（各年９月末日現在 住民基本台帳） 

 

区分 
東厨川地区 盛岡市 

平成24年 平成19年 平成24年 平成19年 

人

口 

総数 11,249人 11,382人 295,201人 293,971人 

男 5,300人 5,360人 139,517人 139,739人 

女 5,949人 6,022人 155,684人 154,232人 

世帯 5,622世帯 5,430世帯 129,551世帯 122,944世帯 
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３ 年齢階層別人口の推移（各年９月末日現在 住民基本台帳） 

 

区分 
東厨川地区 盛岡市 

平成24年 平成19年 平成24年 平成19年 

総数 11,249人 11,382人 293,452人 293,971人 

年少人口 
（０～14歳） 

1,245人 
（11.07%） 

1,292人 
（11.35%） 

39,371人 
（13.33%） 

40,815人 
（13.89%） 

生産年齢人口 
（15～64歳） 

7,381人 
（65.61%） 

7,692人 
（67.58%） 

190,288人 
（64.25%） 

194,441人 
（66.14%） 

老齢人口 
（65歳以上） 

2,623人 
（23.32%） 

2,398人 
（21.07%） 

63,793人 
（22.42%） 

58,715人 
（19.97%） 

   ※（）内は構成比を表している。 
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４ 地区内の主な団体等・施設 

  東厨川地区は、次に掲げる７つの町内会・自治会で構成されています。地

域内には、町内会・自治会以外にも次のような団体が活動しています。 

  また、地区内には次のような施設があります。 

 

① 町内会・自治会 

№ 名 称 № 名 称 

１ 上堂自治会 ５ 夕顔瀬町第二町内会 

２ 安倍館自治会 ６ 北夕顔瀬町第一町内会 

３ 前九年親交会 ７ 北夕顔瀬町第二町内会 

４ 夕顔瀬第一町内会   

 

 ② 町内会・自治会以外の団体 

№ 名 称 № 名 称 

１ 

東厨川地区老人クラブ協議会 

・夕顔瀬老春クラブ 

・夕顔瀬亀寿会 

・北夕顔瀬八千代会 

・北夕顔瀬天寿会 

・前九年若ゆクラブ 

・上堂老人クラブ 

・安倍館ことぶき会 

３ 交通指導隊 

４ 大新小学校ＰＴＡ 

５ 青山小学校ＰＴＡ 

６ 厨川小学校ＰＴＡ 

７ 城西中学校ＰＴＡ 

８ 厨川中学校ＰＴＡ 

９ コミスポクラブ東厨川 

10 民生・児童委員 

11 保健推進員 

２ 盛岡市消防団第９分団 12 きれいなまち推進員 
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 ③主な施設 

№ 名 称 № 名 称 

１ 厨川老人福祉・児童センター 14 盛岡市保護庭園一ノ倉邸 

２ 厨川地区活動センター 

15 

各公民館 

・夕顔瀬地区コミュニティ消防センター 

・夕顔瀬町第二町内会公民館 

・北夕顔瀬第一町内会公民館 

・北夕顔瀬第二町内会公民館 

・前九年公民館 

・安倍館公民館 

・上堂第一公民館 

・上堂第二公民館 

３ 上堂児童センター 

４ 盛岡市屋内ゲートボール場 

５ 厨川小学校 

６ 前九年公園 

７ 上堂西公園 

８ 上堂東公園 

９ 上堂桜並児童公園 

10 盛岡市消防団第９分団 

11 盛岡西警察署前九年交番 16 江南義塾高等学校 

12 市立ひまわり学園 17 なでしこ幼稚園 

13 市立あべたて保育園  

 

 ④地区の活動に関係のある施設 

№ 名 称 № 名 称 

１ 青山小学校 ６ 盛岡西消防署 

２ 大新小学校 ７ 盛岡市消防団第15分団 

３ 厨川中学校 ８ 盛岡西警察署 

４ 城西中学校 ９ いわて銀河鉄道青山駅 

５ 盛岡市西部公民館   
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第２章 東厨川地区の現状と課題 

 

当協議会では、地区内の良い点や課題などを明確にするため、平成24年11月

～12月にかけてアンケート調査を実施するとともに、平成25年１月～２月にか

けてワークショップを開催しました。 

 

１ アンケート調査の結果 

アンケート調査は、地域内の町内会・自治会の役員や班長等を対象としたも

の（以下「一般」という。）と、小学５年生から中学３年生までの児童生徒を

対象としたもの（以下「子ども」という。）の２種類を実施しました。 

 

回答数は、一般向けが 429 人、子供向けが 333 人となっており、回答者は

地区内の対象人口の約７％となっています。 

回答者の年齢構成等は、図２のとおりとなっています。 

 

図 2 アンケート回答者の年齢構成等 

○一般向けアンケート 

 

○子ども向けアンケート 

  

0.9% 
5.6% 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 

21.9% 18.9% 20.4% 18.0% 20.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学５年生 小学６年生 中学１年生 中学２年生 中学３年生 
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(1) アンケート調査の全般的な傾向 

今回のアンケート調査の調査結果では、図３に示すとおり、アンケート

の各設問に対して、比較的高い割合で現状に対する満足感や肯定感が多く示

される結果が示されました。 

肯定的な意見を選択した割合が３分の１を超えたものは、一般向けでは

24項目中12項目(50.0%)、子ども向けでは17項目中15項目(88.2%)となってい

ます。 

一方で、否定的な意見を選択した割合が３分の１を超えたものは、一般

向けでは24項目中２項目(8.3％)、子ども向けでは17項目中２項目(11.7%)

に止まっており、特定の分野に対する課題が明らかになりました。 

 

(2) 現状に対する肯定的な意見が多かったもの 

今回の調査では、「犯罪や事故が少ないこと」、「公共交通機関の充実」、「資

源集団回収が盛んであること」、「公園や街路樹など緑が多いこと」に対して

は、一般・子どもともに、概ね６割を超える方から現状を肯定する意見が見

られました。 

 

図 3 現状に対する肯定的な割合が多かった項目 

 
  

61.0% 

69.5% 

67.6% 

62.9% 

58.9% 

65.0% 
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59.7% 
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6.1% 

7.8% 
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12.8% 

9.6% 
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25.5% 
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21.6% 

24.7% 
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5.4% 
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犯罪や事故が少ない(一般) 

思う 思わない どちらでもない 無回答 
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(3) 現状に対する否定的・不満足な意見が多かったもの 

一方、「買い物の利便性」や「賑わいのある場所・商店街の存在」等に

ついては、図４に示すとおり、現状に否定的・不満足な意見が多くなって

います。 

 

図 4 現状に対して否定的・不満足な割合が多かった項目 

 

 

(4) まちづくりで大切にしたいこと 

「まちづくりで大切にしたいこと」については、表１及び表２に示すと

おり、一般と子どもでは若干の差はあるものの、犯罪や事故が少ないこと

や、スーパー等の店舗、医療施設、公共交通機関などの利便施設の充実、

自然や緑を大切にすること、地域住民相互のつながりなどを大切にしたい

と考えている傾向にあります。 

 

表 1 「まちづくりで大切にしたいこと」の一般の上位８項目 

順位 項目 選択人数 選択割合 
１ 高齢者にとって暮らしやすい 137 31.9% 
２ 犯罪や事故が少ない 136 31.7% 
３ 買い物に便利である 118 27.5% 
４ 医療機関が充実している 106 24.7% 
５ 困ったときは地域で支え合える 94 21.9% 
６ 自然災害に対する備えがある 65 15.2% 
７ 公共交通機関が充実している 50 11.7% 
７ 自然環境が良好である 50 11.7% 

19.6% 

25.8% 

50.2% 

40.1% 

14.0% 

24.0% 

44.7% 

30.3% 

43.8% 

64.3% 

47.1% 

26.1% 

17.1% 

12.8% 

15.4% 

9.3% 

3.3% 

2.4% 

3.3% 

6.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

自然災害に対する備えがある(一般) 

知りたいことを調べられる場所がある(子ど

も) 

買い物が便利である(子ども) 

買い物が便利である(一般) 

賑わいのある場所・商店街がある 

(一般) 

思う 思わない どちらでもない 無回答 
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表 2 「まちづくりで大切にしたいこと」の子どもの上位８項目 

順位 項目 選択人数 選択割合 

１ 犯罪や事故が少ない 123 36.9% 

２ 近所に病院があるので安心だ 75 22.5% 

３ 道路が使いやすくて安全だ 53 15.9% 

４ スポーツを楽しむ場所がある 44 13.2% 

５ 買い物をするのが便利だ 42 12.6% 

５ 公園や道路などに緑が多い 42 12.6% 

７ 近所の人たちが子どもを大事にしている 40 12.0% 

８ 困った時に相談できる近所の人がいる 38 11.4% 

 

(5) どんな活動に参加したいか 

「どのような活動に参加したいか」については、表３に示すとおり、地

域の交流を深めるためのお祭りや、健康相談・健康教室、防災訓練や防犯

パトロール、子どもの見守りなどの安全・安心といった活動への希望が多

くなっています。 

 

表 3 どのような活動に参加したいか（一般対象） 

順位 項目 選択人数 選択割合 

１ 地域でのお祭り 118 27.5% 

２ 健康相談・健康教室 112 26.1% 

３ 防災に関すること 111 25.9% 

４ 防犯パトロール、子どもの見守り 97 22.6% 

５ 資源集団回収 96 22.4% 

６ 除雪に関すること 95 22.1% 

７ 高齢者、障がい者の支援 92 21.4% 

７ 地域の公園等の清掃に関すること 88 20.5% 

９ 敬老会 72 16.8% 

10 運動会やスポーツ大会 70 16.3% 

 

  



 

12 

 

２ ワークショップの結果 

ワークショップについては、当福祉推進会の構成団体の役員等を対象にし

たものと、地区内の小・中学生とその保護者を対象にしたものを２回開催し、

地区として取り組みたい事業等について検討しました。 

 

(1) 福祉推進会の役員等を対象としたワークショップ 

・日時  平成25年１月17日（木）午後１時30分～午後４時 

・場所  厨川老人福祉センター 

・参加者数 35名 

・地区として取り組みたい事業等…表４のとおり 

 

表 4 地区として取り組みたい内容 

テーマ 具体的な内容（主なもの） 

東厨川の歴史を知る 

・地域の歴史の勉強会 

・歴史的な場所を巡るウォーキング 

・子ども達に歴史を伝承 

・桜まつり 

・昔の食文化を知る 

三世代交流の活発化 

・スポーツ大会の開催 

・町内会役員に若い人を登用 

・お祭りの実施 

・みずきだんごづくり 

・地域内の飲み会を活発化 

世代間交流と他団体との連携 

・地域の歴史を調査する仕組み 

・公園で音楽会等を開催 

・イベント時の移動手段の確保 

・ホームページの開設 

・防災訓練の実施 

防災組織の充実 

・広報伝達手段の確保 

・役割分担の機能訓練 

・日常のコミュニケーション 

・機器操作の訓練の実施 

・避難場所の確認 

公園の環境整備 

・お祭り場所として利用する 

・公園の清掃 

・花壇の整備 

・公園付近に街路灯を設置 
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(2) 地区内の児童生徒・保護者等を対象としたワークショップ 

・日時  平成 25 年２月９日（土）午後１時 30 分～午後４時 

・場所  厨川老人福祉センター 

・参加者数 54 名 

・地区として取り組みたい事業等…表５のとおり 

 

表 5 地区として取り組みたい内容 

テーマ 具体的な内容（主なもの） 

桜日本一 

・桜の本数、場所、種類を増やす 

・桜にちなんだグッズの作成 

・桜のお祭りやライトアップ 

・インターネットでの情報発信 

・桜のアーチをつくる 

地区協力雪かき 

・地区内でのコミュニケーション 

・日常的なあいさつ 

・地区の行事 

・協力した雪かき 

さんさ踊り 

・パレードを見に来てもらう 

・他のお祭りで一緒に出演 

・地域のお祭りで披露 

・ホームページをつくる 

地域のつながり 

・町内会同士の交流 

・地区の運動会等 

・回覧板の手渡し 

・あいさつ運動 

公園を楽しく 

・防災とのつながりを考える 

・遊具、広場の整備 

・野外ステージの設置 

・お花見ができる 

除雪 

・町内会で除雪隊を結成 

・中学生のパワーを活用 

・町内の企業の協力を得る 

・近所での話し合い 
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３ アンケート調査・ワークショップの分析結果 

今回のアンケート調査やワークショップの結果から、東厨川地区には、犯罪

や事故の少なさ、公共交通機関の充実、古くからの歴史的遺産や自然環境、公

園にある緑や街路樹、前九年公園や上堂西児童公園にある桜といった地域の資

源が明らかになってきました。 

また、住宅地が広がりを持つ一方で、日常生活に必要なものを購入できる店

舗や賑わいのある場所などが不足していること、道路が狭く除雪が大変なこと

などの課題も浮き彫りになってきました。 

なお、当地区では活動拠点である厨川老人福祉センター（児童センター）や

上堂老人福祉センター（児童センター）と協力して、さまざまな事業に取り組

んでいますが、地域が南北に長くわたっていることから、移動距離が比較的長

く、公共交通機関を利用できない方や自家用車を運転できない方にとっては、

事業への参加が困難であるとの意見が寄せられたため、対応を検討していく必

要があります。 

 

当地区の地域づくりを進めるにあたっては、犯罪や事故が少ないことや歴史

的遺産など地域資源を生かすとともに、移動販売等を含めた買い物の利便の向

上や賑わいづくり、また、地域のみんなで取り組む除雪や自然災害に対する備

えの充実を進めるための基盤として地域のつながりを一層深めていくことが

必要であり、その契機の一つとしてお祭りや三世代交流の開催が効果的である

と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・犯罪や事故の少なさ 

・公共交通機関の充実 

・歴史的な遺産の存在 

・自然環境や公園等にある緑 

・地域にある桜 

・店舗の不足 

・賑わいのある場所の不足 

・除雪が行き届かないこと 

・自然災害への備えが不足 

・活動参加時の距離が長い 

地域資源 地域課題 

今後地域にとって必要なもの 

・地域のつながりづくり 

・地域の賑わいづくり 

・自然災害等への備え 
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また、当地区を構成する７つの町内会・自治会でも、活発な活動が行われ

ており、今回のアンケート調査やワークショップで示された意見を踏まえ、

敬老会など町内会・自治会単位で取組んだ方が効果的なものと、炊き出し等

を含めた防災訓練や規模の大きなお祭りなど東厨川地区として取組んだ方が

効果が高いものを整理しながら、今後の活動を検討していく必要があります。 
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３ 地域の将来像 

 

(1) スローガン 

「歴史が薫る 桜とみどりのまち 東厨川」 

 

 

 

 (2) 活動テーマ 

当地区の活動については、これまでも厨川老人福祉センター・児童セン

ターや上堂老人福祉センター・児童センターなどと協力して数多くの事業

を行っています。 

また、地区内の町内会・自治会においても活発な活動が行われているこ

とから、活動テーマを考える上で、アンケート調査やワークショップでの

意見を踏まえ、次の視点により検討を行いました。 

 

 

 

 

 

 

これに基づき、当地区の活動を行うためのテーマを次のとおり３つ設定

します。 

 

 

 

 
  

①歴史を生かしたまち 

②安全・安心なまち 

③交流が盛んなまち 

①地域として取り組みを進めることで効果的なもの 

②これまでの活動と重複しないもの 

③地域の資源を生かし、また地域の抱える課題を解決するもの 

活動テーマ 
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１ 活動の目標（目指したいこと） 

・地域の歴史をみんなで学び、地域に愛着を持つ 

・地域の歴史的資源を外部に発信する 

 

２ 事業の内容 

活動項目 内容 想定される事業 

地域の歴史を学ぶ  前九年、安倍館など地域の歴史を学

ぶ機会を設けるとともに、地域がみん

なで愛着を持つようにする。 

・歴史講座の開催 

・昔の食生活の体験 

地域の歴史を外部

に発信する 

 地域の歴史を市内外に向けて情報発

信する。 

・ホームページの作成 

歴史を地域資源と

して活用する 

 地域にある歴史的な遺跡等を地域づ

くりに活用する。 

・地域の歴史マップの

作成 

・歴史的な場所をめぐ

るウォーキングコー

スの作成 

 

３ 実施時期 

  平成25年度～（順次実施） 

 

  

テーマ１ 

歴史を活かしたまち 
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４ 事業計画 

事業・活動の名称と内容 

実施時期 
役割 

分担 

す ぐ に 

取り組みたい 

将   来 

や り た い 

地

域 

行

政 

地域の歴史を学ぶ 

 【想定する事業】 

・歴史講座の開催 

・昔の食生活の体験 

○  ○   

地域の歴史を外部に発信する 

 
【想定する事業】 

・ホームページの作成 
○  ○   

歴史を地域資源として活用する 

 

【想定する事業】 

・地域の歴史マップの作成 

・歴史的な場所をめぐるウ

ォーキングコースの作成 

○  ○   
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１ 活動の目標（目指したいこと） 

・地域の安全・安心をみんなで守りましょう 

・自然災害に対する備えを万全にしましょう 

 

２ 事業の内容 

活動項目 内容 想定される事業 

地区防災訓練の充

実 

 地震や水害等に対応した訓練を定期

的に開催し、地域の防災意識を高めま

す。 

・地区防災訓練 

・避難所設置体験 

・炊き出し訓練 

地域での相互の協

力による除雪 

 住民、各種団体、事業者等地域での

相互協力により除雪を行い、冬季間の

安全なまちづくりを推進します。 

・スノーバスターズの

結成 

・事業者への協力要請

の実施 

 

３ 実施時期 

  平成25年度～（順次実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ２ 

安全・安心なまち 
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４ 事業計画 

事業・活動の名称と内容 

実施時期 
役割 

分担 

既 に 取 り 

組んでいる 

す ぐ に 

取組みたい 

将   来 

や り た い 

地

域 

行

政 

地区防災訓練の充実 

 【想定する事業】 

・地区防災訓練 

・避難所設置体験 

・炊き出し訓練 

○ ○  ○ ○ 
 

地域での相互の協力による除雪 

 【想定する事業】 

・スノーバスターズの結

成 

・事業者への協力要請の

実施 

○ ○  ○  
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１ 活動の目標（目指したいこと） 

・地域のつながりを大切にしましょう。 

・地域にある資源を活用したまちづくりをすすめましょう 

 

２ 事業の内容 

活動項目 内容 想定される事業 

イベントの開催  地域のみんながつながりを持てるよ

うに、定期的にイベントを開催します。 

・地区内の公園にある

桜を生かしたまつり

の開催 

・イベント時の地域巡

回移動バスを運行 

世代間の及び同世

代間の交流 

 世代を超えたつながりを保つため

に、世代間交流を実施します。 

 また、若い世代の地域活動への参加

を促すため、同世代での交流の機会を

提供します。 

・みづきだんごづくり 

・若い世代の交流会の

開催 

・会報等の充実 

地域資源を活用し

たまちづくり 

 地域にある歴史や桜、公園等を活用

し、地域づくりを進めます。 

・ＰＲのぼりの作成 

・桜グッズの製作 

・野外ステージの製作 

 

 

３ 実施時期 

  平成25年度～（順次実施） 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ３ 

交流が盛んなまち 
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４ 事業計画 

事業・活動の名称と内容 

実施時期 
役割 

分担 

既 に 取 り 

組んでいる 

す ぐ に 

取り組みたい 

将   来 

や り た い 

地

域 

行

政 

イベントの開催   

 【想定する事業】 

・地区内の公園にある桜

を生かしたまつりの開

催 

・イベント時の地域巡回

移動バスを運行 

 ○ ○ ○  

 

世代間の及び同世代間の交流 

 【想定する事業】 

・みづきだんごづくり 

・若い世代の交流会の開

催 

・会報発行・充実 

○ ○  ○  

 

地域資源を活用したまちづくり 

 【想定する事業】 

・ＰＲのぼりの作成 

・桜グッズの研究、製作 

・野外ステージの製作 

 ○  ○  
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資料１ 本計画策定までの主な経過 

 

年/月/日 項  目 説        明 

24/7/9 
地域協働実施地区

申込書提出 

盛岡市に対して地域協働実施地区の申込書

を提出した。 

24/8/10 
地域協働実施地区

決定通知 

盛岡市から地域協働実施地区の決定通知を

受領した。 

24/10/23 第１回役員会 
役員会で地域協働の進め方について協議し

た。 

24/11 
アンケート調査実

施 

一般及び小中学生向けにアンケート調査を

実施した 

25/1/17 
第１回ワークショ

ップ 

地区内の町内会長・役員等を対象としたワ

ークショップを開催した。（参加者数35人） 

25/2/9 
第２回ワークショ

ップ 

地区内の小学５年生～中学２年生とその保

護者を対象としたワークショップを開催し

た。（参加者数54人） 

25/2/26 第２回役員会 

アンケート調査結果及び２回のワークショ

ップの結果を踏まえ、地域づくり計画の方

向性について検討した。 

25/3/22 第３回役員会 
地域づくり計画の内容について決定した。 
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資料２ 東厨川地区福祉推進会 会則 

 

第１条 本会は、東厨川地区福祉推進会（以下「本会」という。）と称し、地区

町内、老人クラブ、及び民生児童委員協議会その他の福祉団体をもって組織

する。 

 

第２条 本会は、事務局を盛岡市厨川老人福祉センターに置く。 

 

第３条 本会は、地区福祉活動を活発化するため、地区福祉団体等と連携協力

し、地区住民の福祉向上を図ることを目的とする。 

 

第４条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

(1) 事業の企画及び推進に関すること 

(2) 委託事業の推進に関すること 

(3) 地区活動センター等を有効適切に活用するため、その運営等に協力する

こと。 

(4) その他目的を達成するために必要な事業を行うこと。 

 

第５条 本会に代議員を置く。代議員は役員、民生委員の他に、各町内会より

３名までとする。 

 

第６条 本会は、次の役員を置く。 

(1) 会長    １名 

(2) 副会長   ３名 

(3) 事務局長  １名 

(4) 理事    若干名 

(5) 監事    ２名 

 

第７条 役員は総会において選出する。 

１．役員の任期は３年とする。ただし再任を妨げない。 

２．補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

第８条 本会に顧問を置くことができる。 

１．顧問は総会の承認を得て、会長が委嘱する。 

２．顧問は会長の諮問に応ずるものとする。 
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第９条 本会の会議は、総会および役員会とする。会議の議長は原則として会

長とする。 

１．総会は代議員をもって構成し、代議員の過半数をもって成立する。 

２．総会は、年１回開催し、次の事項を行うものとする。ただし、必要に応じ

臨時総会を開催することができる。 

(1) 予算および決算の承認に関すること。 

(2) 会則の制定および改廃に関すること。 

(3) その他の重要事項の決定に関すること。 

３．役員会は、その過半数をもって成立するものとし、次の事項を行うものと

する。 

(1) 役員会は、予算、決算および本会の目的達成に必要な方策の検討、企画立

案並びに会務の執行に当たる。 

 

第10条 本会の会議は、出席者の過半数をもって決定し、可否同数の場合は、

議長がこれを決定する。 

 

第11条 本会は事業を円滑にするため、次の専門部会を置くことができる。 

老人部会・青少年部会・婦人部会・福祉部会・広報部会・環境部会 

 

第12条 本会の経費は、会費、補助金、その他の収入をもってこれに充てる。 

１．本会の会費は、総会においてこれを定める。 

 

第13条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月31日までとする。 

 

第14条 会則の定めるものの他、本会に関し必要な事項は、役員で決し、会長

がこれを定める。 

 

（附則）本会則は、昭和55年２月17日から施行する。 

平成７年７月 日 改正 

平成18年５月 日 改正 

平成20年５月 日 改正 

平成22年５月 日 改正 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史が薫る 桜とみどりのまち 東厨川 

平成25年３月22日策定 

盛岡市前九年三丁目７番１号 

東厨川地区福祉推進会 

 


